
中期計画に設定されている「評価指標」の取扱いについて 

 

１ 背景 

 地方独立行政法人法の改正（R5.6）において年度計画が廃止され、それに伴い、中期計画の進捗状況を

確認しやすくするように、中期計画の記載事項に中期目標を達成するために取るべき措置の実施状況に

関する指標を追加することとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 公立大学法人長野県立大学第２期中期計画で定める「評価指標」の概要 

大項目 小項目 評価指標 評価指標の内容 

11項目 42項目 83項目（重複除き 71項目） 
定量指標 18項目 （重複除き 14項目） 

定性指標 65項目 （重複除き 57項目） 

 
３ 論点 

見込評価及び期間評価において「評価指標」をどのように取り扱うか 

  
※このタイミングで整理する理由 

  年度評価廃止に伴い今年度から実施する中期計画の進捗確認は、評価委員会は９月末以降に法人から提出
される自己点検報告書（仮称）を基に進捗確認を行う。進捗確認は見込評価及び期間評価を見据えて実施さ
れるものであり、法人も見込評価及び期間評価の評価方法を踏まえた自己点検を実施する必要がある。法人
が令和６年度実績の自己点検を行うにあたり、評価委員会と法人の認識を一致させる必要がある。 

 

４ 検討経過 

 他県等の状況を踏まえ、事務局と公立大学法人長野県立大学評価委員長で検討 

 【他県等の状況】 

（ア）「評価指標」は小項目を評価する際の参考とする（例：東京都） 

（イ）「評価指標」自体を評価し、「評価指標」の評価を踏まえた上で小項目を評価する 

（例：国立大学法人） 

 

５ 委員長案 

「評価指標」は直接評価を行わず、小項目を評価する際の参考とする（上記（ア））。なお、見込評価実

施要領及び期間評価実施要領（以下、「要領」と記載する。）の改正は不要とし、「評価指標」の取扱いに

ついて評価委員会内で申し合わせを行う。 

【主な理由】 

 ・上記（ア）の場合は、評価指標は評価指標のみの実績ではなく、計画策定当初想定していなかった事

象も評価の対象とすることができる。 

 ・現在の要領内で「総合的に評価」と規定されており、評価指標の結果を鑑みて評価すると捉えられる

ため、要領の改正は不要。 

 ・ただし、見込評価及び期間評価は数年先であるため、評価指標の取扱いについては評価委員会内で申

し合わせ事項として明確にする。 

地方独立行政法人法第 78条第５項 

公立大学法人に係る中期計画においては、第二十六条第二項各号に掲げる事項のほか、同項第一号及び第二号に掲げる

措置の実施状況に関する指標を定めるものとする。 

 

（参考）地方独立行政法人法第 26条第２項 

 中期計画においては、次に掲げる事項を定めるものとする。 

一 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

二 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

・・・ 
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